
今回は自慢ではなく，日頃より皆様に御支援をいただいて

おります緑化生態研究室を紹介させていただきます。

国土技術政策総合研究所（略称「国総研」）は，政策の企

画立案に関する総合的な調査，試験，研究及び開発を担う国

土交通省の直轄組織です。国総研の母体は，旧建設省の土木

研究所と建築研究所と旧運輸省の港湾研究所で，平成 13年
の省庁再編の際に多くの研究所が独立行政法人に移行される

に伴い，それらの機関の一部が統合されて設立されました。

このときに多くの研究室が国総研とその他の独法研究所に二

分されたのですが，緑化生態研究室は土木研究所からほぼそ

のままの形で国総研に移行しました。

緑化生態研究室の起源をたどりますと，昭和 54年に東京
都内等に散在していた土木研究所がまとまってつくば市に移

転したときに，道路部緑化研究室として発足しました。当初

は，道路・公園の緑化技術や道路景観に関する研究を中心に

取り組んできました。その後，環境問題が社会的に重要視さ

れる中で， 平成 5年に土木研究所に環境部が設置されると，
研究対象を河川関連にまで広げ，生態系の保全なども主要な

研究として取り組む形で環境部緑化生態研究室と改組しまし

た。国総研に移行された頃から現在に至るまで，地球環境問

題をはじめ，生物多様性や景観は，一層重要視されるように

なっております。緑化生態研究室は，これらの課題に対応す

る国土交通省唯一の研究室として，造園，自然植生，緑化，

動物生態，景観等の専門家 11名を揃え，国土交通行政全般
の緑化・生態に関する課題に取り組んでいます。

研究を進めるに当たりましては，関連部局と意見交換を図

りながら，国民の満足度を高めるための研究課題を常に把握

することに務めております。また，関係学会や，大学等と連

携することで，効果的，且つ効率的に課題に対応することを

目指しておりますので，関係者の方々には一層のご協力をお

願いいたします。現在，本研究室が取り組んでいる研究の主

要なテーマについて，その目指すところ以下に紹介します。
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